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平成 25年度「国語に関する世論調査」の結果の概要 

 

 

 

 

調査目的・方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査目的 文化庁が平成７年度から毎年実施しているもので，日本人の国語に関

する意識や理解の現状について調査し，国語施策の立案に資するとと

もに，国民の国語に関する興味・関心を喚起する。 

 

調査対象 全国 16歳以上の男女 

 

調査時期 平成 26年３月 

 

調査方法 一般社団法人中央調査社に委託し個別面接調査を実施 

 

調査結果 調査対象総数      3,473 人 

     有効回答数（率）    2,028 人（ 58.4％ ） 
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１ 社会全体の言葉や言葉の使い方について 

＊報告書のページを表す。 

 

 

 

〔 全 体 〕 

言葉や言葉の使い方に対する社会全体の

関心が，以前よりも高くなっていると思うか，

低くなっていると思うか，以前と変わらないと思うかを尋ねた。 

 「以前よりも低くなっていると思う」（48.2％）の割合が，「以前よりも高くなっていると思う」（22.8％）

を 25ポイント上回っている。「以前と変わらないと思う」の割合は 25.6％となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

年齢別に見ると，「以前よりも低くなってい

ると思う」の割合は，30代～60代で５割を超

えている。「以前よりも高くなっていると思

う」の割合は，30代～70歳以上では２割台前

半となっている。 

一方，16～19歳では，「以前よりも高くな

っていると思う」（35.4％）の割合が，「以前

よりも低くなっていると思う」（34.1％）を上

回っている。 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

言葉や言葉の使い方に関する社会全体の

知識や能力が，以前よりも高くなっていると

思うか，低くなっていると思うか，以前と変わらないと思うかを尋ねた。 

 「以前よりも低くなっていると思う」（57.3％）の割合が，「以前よりも高くなっていると思う」（13.7％）

を 44ポイント上回っている。「以前と変わらないと思う」の割合は 25.0％となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

 年齢別に見ると，「以前よりも低くなってい

ると思う」の割合は，20代～50代で６割台と

なっている。また，「以前よりも高くなってい

ると思う」の割合は，同じく 20代～50代で

１割前後となっている。 

一方，16歳～19歳では「以前よりも高くな

っていると思う」（26.8％）の割合が他の年代

より高く，２割台半ばとなっている。 

 

 

（数字は％） 

以前よりも高くなっ
ていると思う 

以前よりも低くなっ
ていると思う 

以前と変わらないと
思う 

分から
ない 

22.8 48.2 25.6 3.4 

（数字は％） 

以前よりも高くな
っていると思う 

以前よりも低くな
っていると思う 

以前と変わらない
と思う 

分から
ない 

13.7 57.3 25.0 3.9 

言葉や言葉の使い方に対する社会全体の関心は，どうなっていると思うか。＜問１＞（Ｐ３＊） 

―「以前よりも低くなっていると思う」が，30代～60代で，５割台前半。― 

言葉や言葉の使い方に関する社会全体の知識や能力は，どうなっていると思うか。＜問２＞（Ｐ５） 

―「以前よりも低くなっていると思う」が，20代～50代で，６割以上。― 
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〔 全 体 〕 

 社会全体の言葉や

言葉の使い方への影

響が大きいと思うも

のを尋ねた。（選択肢

の中から二つまで回

答。） 

 「テレビ・ラジオ」

（55.7％）が選択肢の

中で唯一５割を超え，

次いで「学校」

（27.2％），「家庭」

（26.5％）が２割台後半となっている。以下，「友人や知り合いの言葉」（19.6％），「著名人（タレント，

スポーツ選手等）の言葉」（18.4％），「情報機器，インターネット」（18.3％），「職場（アルバイト，パ

ート等を含む。）」（14.1％），「新聞，書籍等（漫画や雑誌を含む。）」（9.0％）となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

 年齢別に「テレビ・ラジオ」，「学校」，「家

庭」を見ると，言葉や言葉の使い方への影

響が大きいと思うものに「テレビ・ラジオ」

と回答している割合は，30代以上で５割を

超え，60代では 65.1％と最も高くなって

いる。一方，16～19歳では２割台半ば，20

代では３割台後半にとどまっている。 

「学校」は 16～19歳で他の年代より高

く６割弱となっている。 

また，「学校」と「家庭」とを比較する

と，20代以上では両者の割合が近くなって

いるが，16～19歳では「学校」（58.5％）

の割合が「家庭」（22.0％）を 37ポイント上回っている。 

 

 

 

言葉や言葉の使い方への影響が大きいと思うものは何か。＜問３＞（Ｐ７） 

―「テレビ・ラジオ」と５割台半ば，「学校」，「家庭」と２割台後半が回答。― 
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２ 人とのコミュニケーションについて 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

 初めて会った人とでも早く打ち解ける方だ

と思うか，打ち解けるまでに時間が掛かる方だ

と思うかを尋ねた。 

 「どちらかと言えば，早く打ち解ける方」の割合が 44.3％，「どちらかと言えば，打ち解けるのに時

間が掛かる方」の割合が 35.5％，「どちらとも言えない」の割合が 20.0％となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

年齢別に見ると，「どちらかと言えば，早

く打ち解ける方」の割合は，全ての年代で，

他の選択肢の割合を上回っている。そのう

ち，70歳以上で 50.1％と最も高く，50代

で 38.8％と最も低くなっている。  

 一方，「どちらかと言えば，打ち解けるの

に時間が掛かる方」の割合は，全ての年代

で３割台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

 人との関係において，相手

に理解されたい，親しみを持

ってもらいたいという気持ち

と，相手に余計なことをされ

たり，立ち入られたりしたく

ないという気持ちとのどちら

を強く感じる方だと思うか，

「親しい友人に対して」，「同

僚や近所の人に対して」，「初

めて会った人に対して」のそれぞれについて尋ねた。 

 「親しい友人に対して」では，「どちらかと言えば，相手に理解されたい，親しみを持ってもらいた

いという気持ちが強い」の割合は 75.6％となっている。 

「同僚や近所の人などに対して」及び「初めて会った人に対して」では，「どちらかと言えば，相手

に余計なことをされたり，立ち入られたりしたくないという気持ちが強い」の割合が，共に４割台とな

っている。 

（数字は％） 

どちらかと言えば， 
早く打ち解ける方 

どちらかと言えば， 
打ち解けるのに時
間が掛かる方 

どちらとも言えない 
分から
ない 

44.3 35.5 20.0 0.2 

（数字は％） 

 

どちらかと言えば，
相手に理解された
い，親しみを持って
もらいたいという気
持ちが強い 

どちらかと言えば，
相手に余計なことを
されたり，立ち入ら
れたりしたくないと
いう気持ちが強い 

どちらとも言えない 
分から
ない 

親しい友人 
に対して  

75.6 13.1 11.0 0.3 

同僚や近所の人 
などに対して  

38.0 42.8 19.0 0.2 

初めて会った人 
に対して  

20.3 45.8 33.3 0.6 

初めて会った人とでも早く打ち解ける方か，時間が掛かる方か。＜問４＞（Ｐ９） 

―「どちらかと言えば，早く打ち解ける方」が，全ての年代で高い。― 

相手から，どのように接してほしいか。＜問５＞（Ｐ11） 

―同僚や近所の人などに対して，及び，初めて会った人に対して， 

「余計なことをされたり，立ち入られたくない」と，４割台が回答。― 
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〔 全 体 〕 

 人との関係において，相

手を理解し，相手と親しく

なりたいという気持ちと，

相手に余計なことをしたり，

立ち入ったりして不快に思

われたくないという気持ち

とのどちらを強く感じる方

だと思うか，「親しい友人に

対して」，「同僚や近所の人に対して」，「初めて会った人に対して」のそれぞれについて尋ねた。 

 「親しい友人に対して」は，「どちらかと言えば，相手を理解し，相手と親しくなりたいという気持

ちが強い」の割合が 75.0％となっている。 

「同僚や近所の人などに対して」及び「初めて会った人に対して」は「どちらかと言えば，相手に余

計なことをしたり，立ち入ったりして不快に思われたくないという気持ちが強い」の割合が，共に約５

割となっている。 

 

 

 

 

 

 

〔 性 別 ・比 較 〕 

 問５「相手に，どのような気持ちで接し

てほしいか。」の回答と，問６「相手に対し

て，どのような気持ちで接するか。」の回答

とを性別で比較した。 

「親しい友人」から「理解されたい，親

しみを持ってもらいたい」と回答した割合

は，女性（78.7％）が，男性（71.6％）を，

７ポイント上回っている。 

また，「親しい友人」に対して「相手を理

解し，親しくなりたい」と回答した割合は，

女性（77.6％）が，男性（71.7％）を６ポ

イント上回っている。 

 一方，「同僚や近所の人」から「理解されたい，親しみを持ってもらいたい」と回答した割合は，男

性（42.0％）が，女性（34.9％）を，７ポイント上回っている。 

 また，「同僚や近所の人」に対して「相手を理解し，親しくなりたい」と回答した割合は，男性（35.3％）

が，女性（29.2％）を，６ポイント上回っている。 

 

 

 

（数字は％） 

 

どちらかと言えば，相
手を理解し，相手と親
しくなりたいという
気持ちが強い 

どちらかと言えば，相
手に余計なことをした
り，立ち入ったりして
不快に思われたくない
という気持ちが強い 

どちらとも言えない 
分から
ない 

親しい友人 
に対して  

75.0 16.0 8.7 0.3 

同僚や近所の人 
などに対して  

31.9 50.9 17.0 0.2 

初めて会った人 
に対して  

16.9 49.0 33.4 0.6 

相手に対して，どのような気持ちで接するか。＜問６＞（Ｐ14） 

―同僚や近所の人などに対して，及び，初めて会った人に対して， 

「余計なことをしたり，立ち入ったりして不快に思われたくない」と，約５割が回答。― 

相手から，どのように接してほしいか。＜問５＞／相手に対して，どのような気持ちで接するか。＜問６＞【比較】 

―親しい友人から「理解されたい」，及び 親しい友人に対して「理解したい」と 

回答した女性の割合は，男性より高い。― 
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〔 全 体 〕 

 気持ちの良い人間関係を

築くには，相手の個人的なこ

とをよく知ることが必要だ

と思うか，相手の個人的なこ

とは知らなくてもよいと思

うか，「親しい友人に対して」，

「同僚や近所の人に対して」，

「初めて会った人に対して」

のそれぞれについて尋ねた。 

 「親しい友人に対して」では，「どちらかと言えば，相手の個人的なことは知らなくてもよいと思う」

の割合は 27.1％となっている。 

一方，「同僚や近所の人などに対して」及び「初めて会った人に対して」では，「どちらかと言えば，

相手の個人的なことは知らなくてもよいと思う」の割合は，共に６割弱となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

 「どちらかと言えば，相手の個人的なこ

とをよく知ることが必要だと思う」の割合

を年齢別に見ると，「親しい友人に対して」

は，60 代以上で５割前後となっているが，

年代が下がるにつれて割合が高くなり，30

代で７割弱，20代以下で７割台となってい

る。 

一方，「同僚や近所の人などに対して」

は，全ての年代で１割台後半から２割台と

なり，「初めて会った人に対して」は，全

ての年代において１割台前半から１割未

満となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数字は％） 

 

どちらかと言えば，
相手の個人的なこと
をよく知ることが必
要だと思う 

どちらかと言えば，
相手の個人的なこと
は知らなくてもよい
と思う 

どちらとも言えない 
分から
ない 

親しい友人 
に対して  

58.1 27.1 14.4 0.3 

同僚や近所の人 
などに対して  

21.3 59.1 19.2 0.4 

初めて会った人 
に対して  

 9.0 59.9 30.5 0.6 

人間関係を築くために，相手の個人的なことを知ることが必要だと思うか。＜問７＞（Ｐ17） 

―親しい友人に対して，「知る必要がある」と 30代以下で７割弱から７割台半ばが回答。― 
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63.4 
68.7 

54.9 52.1 
45.0 

28.2 

18.7 
28.0 25.8 

37.0 36.5 
41.9 

61.7 
67.9 

10

20

30

40

50

60

70

80

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

（％）
問８ 相手や場面に応じての自分の態度の在り方について

〔年齢別〕

相手や場面に合わせて態度を変えようとする

いつも同じような態度でいようとする

31.7 

50.3 

38.5 
30.1 

23.0 

14.8 
12.0 

51.2 

33.1 

46.3 
51.0 

59.8 

69.1 71.6 

10

20

30

40

50

60

70

80

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

（％）
問９ 相手や場面に応じての他人の態度の在り方について

〔年齢別〕

相手や場面に合わせて態度を変える方が好ましい

いつも同じような態度でいる方が好ましい

 

 

 

〔 全 体 〕 

 人と接するに当たって，相手や場面に合

わせて態度を変えようとする方か，いつも

同じ態度でいようとする方かを尋ねた。 

 「どちらかと言えば，いつも同じような態度でいようとする方」（48.4％）の割合が，「どちらかと言

えば，相手や場面に合わせて態度を変えようとする方」（40.8％）を，８ポイント上回っている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

 年齢別に見ると，「どちらかと言えば，相

手や場面に合わせて態度を変えようとする

方」の割合は，年代が下がるほど高くなる

傾向が見られ，20代以下で６割台となって

いる。 

一方，「どちらかと言えば，いつも同じよ

うな態度でいようとする方」の割合は，年

代が上がるほど高くなる傾向が見られ，60

代以上で６割台となっている。 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

 ほかの人が相手や場面に合わせて態度

を変えるのと，相手や場面に関係なくいつ

も同じような態度でいるのとでは，どちら

を好ましいと感じるかを尋ねた。 

 「どちらかと言えば，いつも同じような態度でいる方」（58.6％）の割合が，「どちらかと言えば，相

手や場面に合わせて態度を変える方」（24.6％）を，34ポイント上回っている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

 年齢別に見ると，「どちらかと言えば，相

手や場面に合わせて態度を変える方」の割

合は，20代で 50.3％と最も高く，20代以

降では年代が上がるにつれて割合が低くな

り，70歳以上で 12.0％となっている。 

一方，「どちらかと言えば，いつも同じよ

うな態度でいる方」の割合は 20代で 33.1％

と最も低く，20代以降では年代が上がるに

つれて割合が高くなり，60代以上で約７割

となっている。

（数字は％） 

どちらかと言えば， 
相手や場面に合わせて態
度を変えようとする方 

どちらかと言えば， 
いつも同じような態
度でいようとする方 

どちらとも言えな
い 

分から
ない 

40.8 48.4 10.6 0.2 

（数字は％） 

どちらかと言えば， 
相手や場面に合わせて
態度を変える方 

どちらかと言えば， 
いつも同じような態
度でいる方 

どちらとも言えな
い 

分から
ない 

24.6 58.6 16.5 0.3 

人と接する際，相手や場面に合わせて態度を変えようとする方か。＜問８＞（Ｐ20） 

―「相手や場面に合わせて態度を変える方」と，20代以下で６割台が回答。― 

相手や場面に合わせて態度を変える人と，同じ態度でいる人のどちらが好ましいか。＜問９＞（Ｐ25） 

―「いつも同じような態度でいる方」が，年齢が上がるほど高くなる傾向。― 
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３ 読書について 

 

 

 

〔 全 体 ・過去の調査との比較 〕 

 １か月に大体何冊くらい本を読んでいるか

を尋ねた。 

「読まない」の割合が 47.5％と最も高い。

次いで，「１，２冊」の割合が 34.5％，「３，

４冊」の割合が 10.9％，「５，６冊」の割合

が 3.4％，「７冊以上」が 3.6％となっている。 

過去の調査結果（平成 14，20年度）と比較

すると，平成 20年度調査から大きな変化は見

られない。 

平成 14年度調査と比較すると，「読まない」

の割合は，10ポイント増加している。 

 

〔 年 齢 別・過去の調査との比較 〕 

１か月に本を１冊も「読まない」と回答し

た人（全体の 47.5％）を年齢別に見ると，「読

まない」の割合は，70歳以上（59.6％）で他

の年代よりも高く約６割となっている。一方，

20代（40.5％）及び 40代（40.7％）では他

の年代より低く，約４割となっている。 

過去の調査結果（平成 14 ,20年度）と比較

すると，全ての年代で，平成 14年度調査より

「読まない」の割合が増加している。  

 

 

 

 

 

 

〔 全 体 ・過去の調査との比較 〕 

人が最も読書すべき時期はいつ頃だと考え

るかを尋ねた。 

割合が高い順に，「10歳代」（44.8％），「年

齢に関係なくいつでも」（20.2％），「９歳以下」

（16.6％），「20歳代」（10.7％）となってい

る。 

過去の調査結果（平成 20年度）と比較する

と，「９歳以下」及び「10歳代」の割合は共

に５ポイント増加している。一方，「年齢に関

係なくいつでも」の割合は６ポイント減少し

ている。 

１か月に読む本の冊数について。＜問 10＞（Ｐ30） 

―１か月に本を１冊も「読まない」と，47.5％が回答。― 

人が最も読書すべき時期はいつ頃だと考えるか。＜問 11＞（Ｐ40） 

―「10歳代」が，44.8％で最も高い。― 
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51.2 

36.7 

14.8 

25.0 

7.8 

6.6 

3.0 

5.5 

0.7 

51.3 

34.4 

26.3 

21.8 

8.5

6.6 

3.8 

3.6 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60

仕事や勉強が忙しくて読む時間がない

視力など健康上の理由

情報機器で時間が取られる

テレビの方が魅力的である

魅力的な本が減っている

読書の必要性を感じない

近所に本屋や図書館がない

良い本の選び方が分からない

学校での読書指導が十分でない

（％）問１２付 読書量が減っている理由

平成20年度

平成25年度

60.5 

36.7 

30.2 

30.3 

31.3 

22.9 

12.8 

13.2 

7.7 

4.9 

2.9 

61.6 

40.0 

38.6 

31.2 

26.4 

25.5 

14.3 

11.2 

6.7 

4.5 

4.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

新しい知識や情報を得られること

感性が豊かになること

豊かな言葉や表現を学べること

想像力や空想力を養うこと

感動を味わえること

楽しく時間を過ごせること

内容を把握する力が付くこと

他の人と話題の共有ができること

趣味として誇れること

流行に遅れずにいられること

国語の成績が良くなること

（％）問13 読書をすることの良いところ

平成20年度

平成25年度

 

 

 

〔 全 体 〕 

 読書量が，以前に比べて減っているか，

それとも，増えているかを尋ねた。 

 「読書量は減っている」の割合は 65.1％

と最も高い。次いで，「読書量はそれほど変わっていない」（26.3％），「読書量は増えている」（7.4％）

となっている。過去の調査結果（平成 20年度）と比較すると，余り変化は見られない。 

 

〔 理 由 ・過去の調査との比較 〕 

 「読書量は減っている」と回答した

人（全体の 65.1％）に，読書量が減っ

ている理由を尋ねた。（選択肢の中から

二つまで回答。） 

「仕事や勉強が忙しくて読む時間が

ない」の割合が 51.3%と最も高い。次

いで「視力などの健康上の理由」

（34.4％），「情報機器（携帯電話，ス

マートフォン，タブレット端末，パソ

コン，ゲーム機等）で時間が取られる」

（26.3％），「テレビの方が魅力的であ

る」（21.8％）となっている。 

過去の調査結果（平成 20年度）と比較すると，「情報機器（携帯電話，スマートフォン，タブレット

端末，パソコン，ゲーム機等）で時間が取られる」の割合が 12ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

〔 全 体 ・過去の調査との比較 〕 

 読書をすることの良いところは何だと

思うかを尋ねた。（選択肢の中から三つま

で回答。） 

「新しい知識や情報を得られること」

の割合が 61.6％と最も高い。次いで，「感

性が豊かになること」（40.0％）が 4割，

「豊かな言葉や表現を学べること」

（38.6％）及び「想像力や空想力を養う

こと」（31.2％）が３割台，「感動を味わ

えること」（26.4％），「楽しく時間を過ご

せること」（25.5％）が２割台半ばと続い

ている。 

過去の調査結果（平成 20年度）と比較

すると，今回調査（平成 25年度）では「豊かな言葉や表現を学べること」の割合は８ポイント増加し

ている。一方，「感動を味わえること」の割合は５ポイント減少している。 

（数字は％） 

 平成 25年度 平成 20年度 

読書量は減っている 65.1 64.6 

読書量はそれほど変わっていない 26.3 25.3 

読書量は増えている 7.4 8.6 

読書量は以前に比べて減っているか，増えているか。＜問 12・問 12付＞（Ｐ42） 

―「読書量は減っている」と，65.1％が回答。― 

読書をすることの良いところは何だと思うか。＜問 13＞（Ｐ48） 

―「新しい知識や情報を得られること」と，61.6％が回答。― 
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44.7 

22.6 

54.5

77.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１冊も

読まない

１冊以上

読む

（％）

問10「１か月に読む本の冊数」と

問14「今後の読書量」 との関係

読書量を増やしたいと思う 読書量を増やしたいと思わない

 

 

 

〔 全 体 〕 

 今後，自分の読書量を増やしたいと思う

か尋ねた。 

 「そう思う」（36.8％），「ややそう思う」

（29.5％）を合わせた「思う（計）」の割合

は 66.3％となっている。一方，「そうは思わない」（13.2％），「余りそうは思わない」（20.0％）を合わ

せた「思わない（計）」の割合は 33.2％となっている。 

 

〔 性・年 齢 別 〕 

性・年齢別に見ると，読書量を増やした

いと「思う（計）」の割合は，男女とも 60

代以上で，他の年代に比べ低くなっている。 

読書量を増やしたいと「思う（計）」の割

合は，どの年代においても女性の方が男性

より高い。中でも，40代以下では８割台と

なっている。 

 70歳以上では，読書量を増やしたいと

「思う（計）・男性」（35.5％）の割合が，

「思わない（計）・男性」（63.5％）の割合

を 28ポイント，「思う（計）・女性」（43.5％）

の割合が，「思わない（計）・女性」（54.6％）

の割合を 11ポイント，それぞれ下回っている。 

 

 

 

 

 

 

〔 全 体（質問間クロス） 〕 

問 10「１か月に読む本の冊数」の回答と，

問 14「今後，自分の読書量を増やしたいと

思うか」の回答とを比較した。 

１か月に本を１冊以上読む人と読まない

人それぞれの今後の読書量についての回答

を比べると，１か月に本を１冊以上読むと

回答した人のうち 77.1％が，「今後も読書

量を増やしたいと思う」と回答している。 

一方，１か月に本を１冊も読まないと回

答した人のうち 44.7％が，「今後も読書量

を増やしたいと思わない」と回答している。 

 

 

（数字は％） 

思う（計） 思わない（計） 分から
ない 66.3 33.2 

そう思う 
やや 
そう思う 

余りそうは 
思わない 

そうは 
思わない 0.5 

36.8 29.5 20.0 13.2 

１か月に読む本の冊数，及び今後の読書量について。＜問 10・問 14＞【質問間クロス】 

―１か月に本を１冊も読まない人のうち， 

今後，「読書量を増やしたいと思わない」は，44.7％。― 

自分の読書量を増やしたいと思うか。＜問 14＞（Ｐ51） 

―「増やしたいと思う（計）」と，66.3％が回答。― 
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30.5 31.9 30.7 

24.8 15.1 
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29.5 
34.7 
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48.8 

0
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16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

（％）
問15 電子書籍の利用〔年齢別〕

利用する（計）

紙の本・雑誌・漫画しか読まない

紙の本・雑誌・漫画も電子書籍も読まない

 

 

〔 全 体 〕 

ふだん，電子書籍（雑誌や漫画も含む）

を利用しているか尋ねた。 

 電子書籍を，「よく利用する」（4.6％），

「たまに利用する」（12.6％）を合わせた「利

用する（計）」の割合は 17.3％となっている。一方，「紙の本・雑誌・漫画しか読まない」の割合は 45.2％，

「紙の本・雑誌・漫画も電子書籍も読まない」の割合は 35.9％となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

年齢別に見ると，電子書籍を「利用する

（計）」の割合は，20代（31.9％），30代

（30.7％），16～19歳（30.5％）において３

割強と，40代以上に比べて高くなっている。 

「紙の本・雑誌・漫画しか読まない」の

割合は，全ての年代で４割台となっている。 

 電子書籍を「利用する（計）」の割合と「紙

の本・雑誌・漫画しか読まない」の割合を

比較すると，40代以下では，12～21ポイン

トの開きとなっているが，50代以上では，

34～38ポイントの開きが見られる。 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

電子書籍を「利用する（計）」と回答した

人（全体の 17.3％）に，電子書籍（雑誌や漫

画も含む）と紙の本・雑誌・漫画を比べると，どちらを利用することが多いかを尋ねた。 

「紙の本・雑誌・漫画の方が多い」の割合は 60.6％と最も高い。次いで「同じくらい」の割合が 18.3％，

「電子書籍の方が多い」の割合が 18.0％，「電子書籍しか読まない」の割合が 3.1％となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

年齢別に見ると，「紙の本・雑誌・漫画の

方が多い」の割合は 30代（49.4％），60代

（50.0％）で他の年代より低く，約５割と

なっているが，全ての年代で最も高い割合

となっている。 

一方，「電子書籍しか読まない」の割合は

全ての年代で５％未満となっている。「電子

書籍の方が多い」の割合は 30代（29.1％），

50代（27.3％）で他の年代より高く，２割

台後半となっている。

（数字は％） 

利用する（計） 
紙の本・雑誌・漫
画しか読まない 

紙の本・雑誌・漫画
も電子書籍も読ま
ない 

17.3 

よく利用する たまに利用する 

4.6 12.6 45.2 35.9 

（数字は％） 

電子書籍しか
読まない 

電子書籍の方
が多い 

同じくらい 
紙の本・雑誌・ 
漫画の方が多い 

3.1 18.0 18.3 60.6 

電子書籍（雑誌や漫画も含む）を利用しているか。＜問 15＞（Ｐ53） 

―「利用する（計）」と，17.3%が回答。― 

電子書籍と紙の本・雑誌・漫画と，どちらを多く利用するか。 

（電子書籍を「利用する（計）」と回答した人（全体の 17.3％）に質問。）＜問 15付＞（Ｐ53） 

―「電子書籍の方を多く利用する」は，30代と 50代で他の年代より高い。― 
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４ 敬語について 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

 今後とも敬語は必要だと思うかを尋ねた。 

 「必要だと思う（計）」の割合が 98.0％で，

「必要だと思わない（計）」の割合が 1.4％と

なっている。 

 過去の調査結果（平成 15年度）と比較する

と，「必要だと思う（計）」の割合は余り変化がないが，そのうち，「必要だと思う」の割合が 67.8％（平

成 15年度）から 84.5％（今回調査）へと，17ポイント増加している。 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

 今まで敬語をどのような機会に身に付け

てきたかを尋ねた。（選択肢の中から幾つで

も回答。） 

 「職場（アルバイト先を含む）の研修な

ど」の割合が 63.5％で最も高く，次いで「家

庭でのしつけ」（54.3％）となっている。 

 過去の調査（平成 15年度）と比較すると，

「職場（アルバイト先を含む）の研修など」

が 12ポイント，「学校内のクラブ活動など」

が９ポイント，それぞれ増加している。「家

庭でのしつけ」の割合は，平成 15年度調査

では 52.9％で最も高かったが，今回調査で

は２番目に高い割合となっている。 

 

 

 

〔 全 体 〕 

 敬語の使い方に関する七つの

例文を挙げ，それぞれの言い方

について，気になるかどうかを

尋ねた。 

 それぞれの下線部について

「気になる」の割合を見ると，

「(7)お客様，どうぞいただいて

ください」（74.7％），「(1)先生，

こちらでお待ちしてください」

（72.6％）が７割台前半，「(2)お客様が申されました」（63.1％）が６割台前半となっている。 

一方，「気にならない」の割合を見てみると，「(6)先生がおっしゃられたように」（61.1％），「(3)と

んでもございません」（57.5％）が，６割前後となっている。 

（数字は％）【  】内は平成 15 年度調査 

必要だと思う（計） 必要だと思わない（計） 分から
ない 98.0【96.1】 1.4【3.3】 

必要だと思う 
ある程度必要
だと思う 

余り必要だと
は思わない 

必要だとは思
わない 0.5 

【0.6】 84.5 
【67.8】 

13.6 
【28.3】 

1.0 
【2.6】 

0.4 
【0.7】 

（数字は％） 

  気になる 
気にならな
い 

どちらとも
言えない 

(1) 先生，こちらでお待ちしてください 72.6 19.6 7.0 

(2) お客様が申されました 63.1 25.8 10.3 

(3) とんでもございません 25.0 57.5 16.9 

(4) お客様がお見えになった 38.2 51.9 9.6 

(5) ３時に御出発される予定です 40.1 45.7 13.4 

(6) 先生がおっしゃられたように 28.1 61.1 10.5 

(7) お客様，どうぞいただいてください 74.7 17.8 7.0 

今後とも敬語は必要だと思うか。＜問 16＞（Ｐ56） 

―「必要だと思う（計）」と，98.0％が回答。― 

敬語をどのような機会に身に付けてきたと思うか。＜問 17＞（Ｐ62） 

―「職場（アルバイト先を含む）の研修など」と，63.5%が回答。― 

気になる言い方か。＜問 18＞（Ｐ65） 

―「先生がおっしゃられたように」という言い方が「気にならない」と 61.1％が回答。― 
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〔 個 別 ・過去の調査との比較 〕 

(1) 先生，こちらで

お待ちしてください 

 謙譲語を，尊敬語

として相手に用いて

いる点で問題のある

言い方である。「先生，

こちらでお待ちにな

ってください」など

が本来の言い方であ

る。過去の調査結果

（平成７，15年度）

と比較すると，「気に

なる」の割合は増加する傾向にある。 

(2) お客様が申されました 

謙譲語「申す」に，尊敬の助動詞「れる」を付けたもので，本来，尊敬語として相手に用いるの

はふさわしくない言い方とされる。「お客様がおっしゃいました」などが本来の言い方となる。過

去の調査結果（平成７，15年度）と比較すると，「気になる」の割合は増加する傾向にある。 

(3) とんでもございません 

「敬語の指針」ⅰで，「相手からの褒めや賞賛などを軽く打ち消すときの表現」として使うことは

問題がないとされている言い方である。今回調査（平成 25年度）の中では，「気になる」の割合が

25.0％と最も低いが，過去の調査結果（平成７，15年度）と比較すると増加している。 

(4) お客様がお見えになった 

「見える」に「お…になる」を加えたもので，尊敬表現を重ねた二重敬語であるが，「敬語の指

針」では，「習慣として定着している」とされる言い方である。過去の調査結果（平成 15年度）と

比較すると，「気になる」の割合は増加している。 

(5) ３時に御出発される予定です 

謙譲語の形「御…する」に，尊敬の助動詞「れる」を付けたもので，本来，尊敬語として相手に

用いるのはふさわしくない言い方とされる。「３時に御出発になる予定です」などが本来の言い方

である。過去の調査結果（平成７，15年度）と比較すると，「気になる」の割合は平成７年度調査

から平成 15年度調査にかけて９ポイント増加しているが，平成 15年度調査から今回調査（平成 25

年度）では４ポイントの減少となっている。 

(6) 先生がおっしゃられたように 

「おっしゃる」に尊敬の助動詞「れる」を加えたもので，尊敬表現を重ねた二重敬語となり，一

般に適切ではない言い方とされる。「先生がおっしゃったように」などが本来の言い方である。過

去の調査結果（平成７，15年度）と比較すると，「気になる」の割合は平成７年度調査から平成 15

年度調査にかけて４ポイント増加したが，平成 15年度調査から今回調査（平成 25年度）では余り

変化は見られない。 

(7) お客様，どうぞいただいてください 

謙譲語を，尊敬語として相手に用いている点で問題のある言い方とされる。「お客様，どうぞ召

し上がってください」などが本来の言い方である。過去の調査結果（平成７，15年度）と比較する

と，「気になる」の割合は増加する傾向にある。 

 

 

 

（注）ⅰ 「敬語の指針」は文化審議会から，平成19年２月２日に答申された。 
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〔 全 体 〕 

 最近，聞くことのある五つの

言い方について，気になるかど

うかを尋ねた。 

 それぞれの下線部について

「気になる」の割合を見ると，

「(5)絵画展は８階で開催して

ございます」が 66.3％と最も高

くなっている。次いで，「(2)お会計の方，１万円になります」（63.5％），「(3)千円からお預かりします」

（55.0％），「(1)あしたは休まさせていただきます」（54.5％）となり，いずれも「気になる」の割合が

５割を超えている。一方，「(4)患者様は待合室でお待ちください」は 29.7％と最も低く，約３割となっ

ている。 

 

〔 個 別 ・過去の調査との比較 〕 

(1) あしたは休まさ

せていただきます 

 「あしたは休ませ

ていただきます」な

どが本来の言い方。

過去の調査結果（平

成８，14年度）と比

較すると，「気にな

る」の割合は平成８

年度から 14年度調査

にかけて 24ポイント

増加しているが，平

成 14年度から今回調査（平成 25年度）では３ポイントの減少となっている。 

(2) お会計の方，１万円になります 

「～の方」という表現が問題にされることがある言い方である。過去の調査結果（平成８，14年

度）と比較すると，「気になる」の割合は平成８年度から 14年度調査にかけて 18ポイント増加し

ており，平成 14年度から今回調査（平成 25年度）にかけて 13ポイント増加している。 

(3) 千円からお預かりします 

「～から」という表現が問題にされることがある言い方である。過去の調査結果（平成８，14年

度）と比較すると，「気になる」の割合は平成８年度から 14年度調査にかけて７ポイント増加して

おり，平成 14年度から今回調査（平成 25年度）にかけて 10ポイント増加している。 

(4) 患者様は待合室でお待ちください 

「～様」という表現が問題にされることがある言い方である。「気になる」の割合が 29.7％で，

「気にならない」の割合（58.5％）を 29ポイント下回っている。 

(5) 絵画展は８階で開催してございます 

「絵画展は８階で開催しております」などが本来の言い方。「気になる」の割合が 66.3％で，「気

にならない」の割合（25.6％）を 41ポイント上回っている。 

（数字は％） 

  気になる 
気になら
ない 

どちらとも
言えない 

(1) あしたは休まさせていただきます 54.5 39.8 5.4 

(2) お会計の方，１万円になります 63.5 30.1 6.2 

(3) 千円からお預かりします 55.0 38.2 6.3 

(4) 患者様は待合室でお待ちください 29.7 58.5 11.3 

(5) 絵画展は８階で開催してございます 66.3 25.6 7.5 

気になる言葉の使い方か。＜問 19＞（Ｐ74） 

―「絵画展は８階で開催してございます」という言い方が「気になる」と 66.3％が回答。― 
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５ 漢字を用いた語と外来語の意味・使い分けについて 

 

 

 

〔 全 体 〕 

 同じような

文脈で用いら

れることのあ

る(ａ)漢字を

用 い た 語 と

(ｂ)カタカナ

語の組合せ 10

項目について，

同じ意味の言

葉だと思うか，

使い分けので

きる言葉だと

思うかを尋ねた。 

 「同じ意味だと思う」の割合は，「(2)(ａ)取消し/(ｂ)キャンセル」が 77.7％で最も高い。「使い分け

ができると思う」の割合は，「(1)(ａ)必要性/(ｂ)ニーズ」が 45.3％で最も高い。「(ａ)の意味しか分か

らない」の割合は，「(6)(ａ)優先順位/(ｂ)プライオリティー」が 50.2％で最も高い。 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

 同じような文脈で用いられ

ることのある，(ａ)漢字を用い

た語と(ｂ)カタカナ語の組合

せ 10 項目について「同じ意味

だと思う」と答えた人に，役所

などの公官庁が作成する文書

のように，不特定多数の人に宛

てた文書等に用いる言葉とし

ては，(ａ)漢字の語と(ｂ)カタ

カナ語のどちらを使う方がい

いか尋ねた。 

 「(ａ)漢字を用いた語を使っ

た方がいい」の割合は，「(6)(ａ)優先順位/(ｂ)プライオリティー」が 89.6％と最も高く，ほかの全て

の項目においても「(ａ)を使った方がいい」が５割を超えている。 

一方，「(ｂ)カタカナ語を使った方がいい」の割合が最も高いのは「(10)(ａ)災害予想地図/(ｂ)ハザ

ードマップ」（25.3%）で，次いで「(3)(ａ)利点/(ｂ)メリット」（19.2%）となっている。「どちらでも

変わらない」の割合は，「(4)(ａ)危険性/(ｂ)リスク」が 23.8％と最も高く，次いで「(3)(ａ)利点/(ｂ)

メリット」（22.8％），「(8)(ａ)技能/(ｂ)スキル」（22.7％）となっている。 

（数字は％） 

 （ａ） （ｂ） 
同じ意味
だと思う 

使い分け
ができる
と思う 

二つとも
意味が分
からない 

(a)の意味
しか分か
らない 

(b)の意味
しか分か
らない 

分から
ない 

(1) 必要性 ニーズ 38.4 45.3 1.9 11.4 0.6 2.4 

(2) 取消し キャンセル 77.7 20.5 0.3  1.0 0.1 0.3 

(3) 利点 メリット 70.0 23.6 1.3  3.2 0.4 1.5 

(4) 危険性 リスク 53.8 39.3 0.6  4.8 0.2 1.2 

(5) 合意 コンセンサス 29.3 20.9 2.2 42.4 2.0 3.3 

(6) 優先順位 プライオリティー 26.1 15.0 2.2 50.2 2.9 3.6 

(7) 基本計画 マスタープラン 42.7 21.4 2.5 29.3 1.6 2.4 

(8) 技能 スキル 48.3 28.4 1.3 19.2 0.8 1.9 

(9) 技術革新 イノベーション 39.0 20.9 6.3 28.2 2.0 3.7 

(10) 災害予想地図 ハザードマップ 62.8 17.6 1.7 14.6 1.2 2.1 

（数字は％） 

 
(ａ) (ｂ) 

(a)を使
った方が
いい 

(b)を使
った方が
いい 

どちらで
も変わら
ない 

分から
ない 

(1) 必要性 ニーズ 77.5  5.8 16.2 0.5 

(2) 取消し キャンセル 70.1  9.3 19.9 0.8 

(3) 利点 メリット 57.4 19.2 22.8 0.6 

(4) 危険性 リスク 60.2 15.8 23.8 0.2 

(5) 合意 コンセンサス 84.2  3.9 11.3 0.7 

(6) 優先順位 プライオリティー 89.6  0.8  9.5 0.2 

(7) 基本計画 マスタープラン 82.9  4.5 12.0 0.6 

(8) 技能 スキル 65.4 11.8 22.7 0.1 

(9) 技術革新 イノベーション 72.8  9.4 17.7 0.1 

(10) 災害予想地図 ハザードマップ 55.1 25.3 19.5 0.1 

同じ意味の言葉だと思うか。それとも，使い分けのできる言葉だと思うか。＜問 20＞（Ｐ78） 

―「使い分けができると思う」が「同じ意味だと思う」を上回ったのは「必要性/ニーズ」だけ。― 

不特定多数の人に宛てた文書等に用いる言葉として，どちらの言葉を使う方がいいと思うか。 

（「同じ意味だと思う」と回答した人に質問。）＜問 20付＞（Ｐ79） 

―全ての項目で「(a)（漢字を用いた語）を使った方がいい」と，多数が回答。― 
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問21 「～る」「～する」形について「使うことがある」〔年齢別〕

(6) パニクる (7)タクる (8) ディスる (10)お茶する

６ 「～る」「～する」形の動詞について 

 

 

 

〔 全 体 〕 

10項目の言い方を聞いたことがあるか，ないか，また，使うことがあるかどうかを尋ねた。 

「使うことがある」の割合は，「(9)チンする」が 90.4％で最も高く，次いで「(5)サボる」（86.4％），

「(10)お茶する」（66.4％）となっている。一方，「(8)ディスる」（5.5％），「(7)タクる」（5.9％）は１

割未満となっている。 

 

〔 年 齢 別 〕 

「使うことがある」と回答した割合につ

いて，年齢別に「(10)お茶する」，「(6)パ

ニクる」，「(7)タクる」，「(8)ディスる」の

四つを示した。 

「(10)お茶する」は，「使うことがある」

の割合が，30代で 90.3％と最も高く，70

歳以上（37.9％）と 52ポイントの差がみ

られる。 

 「(6)パニクる」は，「使うことがある」

の割合が，30代で 75.9％と最も高く，年

代が上がるにつれて割合が低くなってお

り，70歳以上（17.2％）と 59ポイントの

差が見られる。 

 「(7)タクる」は，「使うことがある」の割合が 20代（22.7％）及び 30代（17.5％）で２割前後とな

っているが，16～19歳及び 40代以上では１割に満たない。中でも，60代（0.5％），70歳以上（0.2％）

では１％未満となっている。 

 「(8)ディスる」は，「使うことがある」の割合が 16～19歳（34.1％）及び 20代（33.7％）で３割台

前半となっている。一方，30代以上では１割に満たず，中でも，50代（0.7％），60代（0.5％），70歳

以上（0.0％）では１％未満となっている。 

（数字は％） 

「～る」 
「～する」形 

 
聞いたこと
がない 

聞いたことは
あるが使うこ
とはない 

使うことが
ある 

分から
ない 

(1)愚痴
ぐ ち

る 「愚痴を言う」という意味で  6.8 44.7 48.3 0.2 

(2)事故
じ こ

る 「事故を起こす，事故に遭う」という意味で  5.7 41.5 52.6 0.1 

(3)告
こく

る 「（好意や愛を）告白する」という意味で 25.0 52.3 22.3 0.4 

(4)きょどる 「挙動不審な態度をする」という意味で 48.7 34.9 15.6 0.7 

(5)サボる 「なまける」という意味で  1.0 12.5 86.4 0.1 

(6)パニクる 「慌ててパニックになる」という意味で  8.8 41.6 49.4 0.2 

(7)タクる 「タクシーに乗る」という意味で 71.9 21.6  5.9 0.5 

(8)ディスる 「けなす，否定する」という意味で 73.7 20.1  5.5 0.6 

(9)チンする 「電子レンジで加熱する」という意味で  1.2  8.3 90.4 0.0 

(10)お茶する 「喫茶店やカフェなどに入る」という意味で  5.8 27.6 66.4 0.3 

「～る」「～する」の言い方を聞いたことがあるか，また使うことがあるか。＜問 21＞（Ｐ88） 

―「チンする」は９割，「サボる」は８割台半ばの人が「使う」と回答。― 
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７ 慣用句等の意味について 

 

 

 

〔 全 体 ・過去の調査との比較 〕 

六つの言葉を挙げて，どの意味だと思うかを尋ねた。辞書等で本来の意味とされるものをゴシック体

で記した。 

 今回尋ねた六つの言葉のうち，「(2)世間ずれ」，「(5)やぶさかでない」，「(6)まんじりともせず」は，

本来とは違う意味とされる方が多く選択されるという結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の調査結果（(1),(2)は

平成 16年度，(3)は平成 19年

度）と比較すると，「(1)他山の

石」では，本来の意味とされる

方を選択した割合は４ポイン

ト増加した。また，「（ア）や（イ）

とは全く別の意味」の割合は 16

ポイント減少している。 

 「(2)世間ずれ」では，本来

の意味とされる方を選択した

割合は 16ポイント減少し，本

来の意味ではない方を選択し

た割合は 23ポイント増加して

いる。過去の調査では，本来の

意味を選択した割合が，本来の意味ではない方を選択した割合を上回っていたが，今回の調査では逆転

している。 

 「(3)煮詰まる」は，本来の意味とされる方を選択している割合は５ポイント減少し，本来の意味で

はない方を選択した割合は３ポイント増加している。 

 

 

 

（数字は％） 

(1)他山の石 平成25年度 平成16年度 

 （ア） 他人の誤った言行も自分の行いの参考となる 30.8 26.8 
 （イ） 他人の良い言行は自分の行いの手本となる 22.6 18.1 
 （ウ） （ア）と（イ）の両方  4.5  5.5 
 （エ） （ア）や（イ）とは全く別の意味  6.2 22.4 
 （オ） 分からない 35.9 27.2 

(2)世間ずれ  平成16年度 
 （ア） 世の中の考えから外れている 55.2 32.4 
 （イ） 世間を渡ってずる賢くなっている 35.6 51.4 
 （ウ） （ア）と（イ）の両方  1.9  3.3 
 （エ） （ア）や（イ）とは全く別の意味  2.7  7.8 
 （オ） 分からない  4.7  5.1 

(3)煮詰まる 【例文：七日間に及ぶ議論で計画が煮詰まった。】  平成19年度 
 （ア） （議論が行き詰まってしまって）結論が出せない状態になること 40.0 37.3 
 （イ） （議論や意見が十分に出尽くして）結論が出る状態になること 51.8 56.7 
 （ウ） （ア）と（イ）の両方  3.6  1.2 
 （エ） （ア）や（イ）とは全く別の意味  1.4  0.2 
 （オ） 分からない  3.2  4.6 

(4)天地無用 【例文：天地無用の荷物】  
 （ア） 上下を気にしないでよい 29.2 
 （イ） 上下を逆にしてはいけない 55.5 
 （ウ） （ア）と（イ）の両方  1.8 
 （エ） （ア）や（イ）とは全く別の意味   4.2 
 （オ） 分からない  9.3 

(5)やぶさかでない 【例文：協力を求められればやぶさかでない。】  
 （ア） 喜んでする 33.8 
 （イ） 仕方なくする 43.7 
 （ウ） （ア）と（イ）の両方    2.4 
 （エ） （ア）や（イ）とは全く別の意味  6.2 
 （オ） 分からない 14.0 

(6)まんじりともせず 【例文：まんじりともせずその時間を過ごした。】  
 （ア） じっと動かないで 51.5 
 （イ） 眠らないで 28.7 
 （ウ） （ア）と（イ）の両方  3.4 
 （エ） （ア）や（イ）とは全く別の意味  4.6 
 （オ） 分からない 11.7 

 

 

 

どちらの意味だと思うか。＜問 22＞（Ｐ92） 
―「世間ずれ」「やぶさかでない」「まんじりともせず」は， 

本来とは違う意味とされる方が多く選択されている。― 

動画 
9/5～ 

公開中 

動画 
9/19～ 
公開中 

動画ⅰ 
10/３～ 

公開中 
 

（注）ⅰ 「国語に関する世論調査」を基に「ことば食堂へようこそ！」という動画を配信している。 

http://www.youtube.com/watch?v=P0EPWvGsmVw&feature=youtu.be
http://www.youtube.com/watch?v=P0EPWvGsmVw&feature=youtu.be
http://www.youtube.com/watch?v=P0EPWvGsmVw&feature=youtu.be
http://www.youtube.com/watch?v=Kr0izN1QtEs&feature=youtu.be
http://www.youtube.com/watch?v=Kr0izN1QtEs&feature=youtu.be
http://www.youtube.com/watch?v=Kr0izN1QtEs&feature=youtu.be
http://youtu.be/HViFxMb7YNE
http://youtu.be/HViFxMb7YNE
http://youtu.be/HViFxMb7YNE
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〔 年 齢 別 ・過去の調査との比較 〕 ※本来の意味とされるものは点線（- - - -）で表示した。 

(1) 他山の石 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「他

人の誤った言行も自分の行いの参考とな

る」の割合は，50代で 37.5％と他の年代よ

り高く，30代で 23.7％と他の年代よりも低

くなっている。一方，「他人の良い言行は自

分の行いの手本となる」の割合は，16～19

歳で他の年代より高く 37.8％となってい

る。 

 過去の調査結果（平成 16年度）と比較す

ると，本来の意味とされる方を選択した割

合は，16～19歳，20代，40代，50代で高

くなっている。 

 

 

(2) 世間ずれ 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「世

間を渡ってずる賢くなっている」の割合は

年代が上がるにつれて高くなり，70歳以上

で 54.2％となっている。一方，「世の中の

考えから外れている」の割合は年代が下が

るにつれて高くなり，中でも，16～19歳で

は８割台半ばとなっている。 

過去の調査結果（平成 16年度）と比較す

ると，本来の意味とされる方を選択した割

合は，全ての年代で低くなっている。中で

も，40代では 24ポイント低くなっている。 

 

 

 

(3) 煮詰まる 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「結

論の出る状態になること」の割合は，50代

（56.0％），60代（70.0％），70歳以上

（65.5％）で５割を超えている。「結論が出

せない状態になること」の割合は，40代以

下で５割を超えている。 

 過去の調査結果（平成 19年度）と比較す

ると，本来の意味とされる方を選択した割

合は，30代以下で増加し，40代以上で減少

している。 
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(4) 天地無用 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「上

下を逆にしてはいけない」の割合は，40代

（61.6％），50代（63.2％），60代（60.0％）

で他の年代より高く６割台となっている。 

一方，「上下を気にしないでよい」の割合

は 16～19歳（36.6％），20代（39.3％）と

他の年代より高く３割台後半となっている。

中でも 16～19歳では，本来の意味とされる

「上下を逆にしてはいけない」の割合が，

「上下を気にしないでよい」の割合を６ポ

イント下回っている。 

 

 

 

(5) やぶさかでない 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「喜

んでする」の割合は，全ての年代で「仕方

なくする」の割合を下回っている。 

「喜んでする」の割合は，16～19歳から

年代が上がるにつれて高くなり，40代で約

４割となるが，以降，年代が上がるに従っ

て低くなっている。 

 40代では，「喜んでする」（40.1％）と，

「仕方なくする」（42.6％）の割合の差が３

ポイントと他の年代に比べて小さい。 

 

 

 

 

(6) まんじりともせず 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「眠

らないで」の割合は，60代（37.2％），70

歳以上（47.6％）では他の年代より高くな

っている。中でも 70歳以上では「じっと動

かないで」の割合（37.0％）を 11ポイント

上回っている。 

50代以下では，「眠らないで」の割合は，

「じっと動かないで」の割合を，32～48ポ

イント下回っている。 

 また，「分からない」の割合は 30代で

23.7％となり，他の年代より高くなってい

る。 

 

 


